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事業再評価（原案）

四国横断自動車道 阿南四万十線
（鳴門 高松市境）（鳴門～高松市境）
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１. 事業概要
事業評価単位 高速自動車国道 四国横断自動車道 阿南四万十線（※１） 鳴門IC ～ 高松市境 (4車線化)事業評価単位 高速自動車国道 四国横断自動車道 阿南四万十線 鳴門 高松市境 ( 車線化)

区 間 香川県高松市前田東町から徳島県鳴門市撫養町木津まで

（ 津田東～高松市境 ） （ 鳴門～津田東 ）

延 長 １５．６㎞ ３６．２㎞

規 格 １種３級 １種２級

とくしまけん なるとし むやちょう き づかがわけん たかまつし まえだひがしまち

設計速度 ８０㎞/h １００㎞/h

車線数
暫定： ２車線
完成： ４車線

計画交通量 １２ ２００～１６ ５００台/日 ※2

高
松
中

計画交通量 １２，２００ １６，５００台/日 ※2

事業費
暫定：２,４９９億円
完成：３,２５９億円 (＋７６０)

※1 道路名：高松自動車道 （通称 高松道）

※2 推計時点：H42年
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２. 事業の経緯及び進捗状況①
さぬき三木～高松市境 津田東～さぬき三木

板野～津田東 鳴門～板野
区 間

板野～津田東 鳴門～板野
（高松東道路） （高松東道路）

［延長：２．３㎞］ ［延長：１３．３㎞］ ［延長：２５．７㎞］ ［延長：１０．５㎞］

整備計画（暫定） － 平成 ３年１２月

施行命令（暫定） － 平成 ５年１１月

実施計画認可（暫定） 平成 ８年 ８月 ※ 平成 ６年 ９月

事業経緯

開通（暫定） 平成１３年 ３月 平成１０年 ３月 平成１３年 ３月 平成１４年 ７月

整備計画変更（完成） 平成２１年 ５月

事業変更許可（完成） 平成２１年 ８月

事業執行停止（完成） 平成２１年１０月

事業変更許可（完成） 平成２４年 ４月

完成予定（完成） 平成３１年 ３月

※ 一般有料道路事業における事業許可

（ 鳴門ＩＣ ～高松市境 ）（ 鳴門ＩＣ 高松市境 ）
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２. 事業の経緯及び進捗状況②

■進捗状況（ 車線化）■進捗状況（４車線化） ※平成29年度末見込み

事業進捗率 ７９％ （事業費ベース）

用地取得率 １００％ （面積ベース）

工事着手率 １００％ （延長ベ ス）工事着手率 １００％ （延長ベース）

【現在の状況】

現在、順次工事を実施しており、平成30年度内の完成に向け、進
捗を図っている。
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３．事業を取り巻く情勢及び必要性（構成）

大項目 小項目 Ｎｏ

ネットワーク 交通量の推移 ①ネットワ ク
の充実

交通量の推移 ①

渋滞状況 ②

事故状況 ③事故状況 ③

ネットワークの強化 ④

安全・安心 リダンダンシー機能の強化 ⑤リダンダンシ 機能の強化 ⑤

南海トラフ地震時における
高松道の役割

⑥

安全で安心できる暮らしの確保 ⑦

地域活性化 高速バス利便性の向上 ⑧

農水産物の流通利便性の向上 ⑨

地域観光の活性化 ⑩

環境への配慮 ⑪
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２）舞鶴若狭道（福知山～小浜間）の交通状況３－① 交通量の推移

○ 高松道のネットワーク整備とともに交通量は増加し、休日特別割引（上限1,000円）が行われた
平成22年の交通量を現在も維持。

○ 高松道が全線開通した平成15年から約1.7倍に増加。

高松自動車道 開通年月

高松道 交通量推移（評価区間）
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※ 高松道以外のネットワーク整備 ： 徳島道 鳴門ＪＣＴ～徳島ＩＣ（H27.3.14） 主な高速道路料金の割引・料金改定等
※ 1 H21.3.28～H23.6.19 ： 休日特別割引（上限1000円）
※ 2 H26 4 1 ～ ： 消費税改定に伴う料金改定
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出典：ＮＥＸＣＯ西日本調べ

※ 2 H26.4.1 ～ ： 消費税改定に伴う料金改定



２）舞鶴若狭道（福知山～小浜間）の交通状況３－② 渋滞状況

○ 高松道（鳴門～高松市境）では、混雑期等に交通集中による渋滞が発生。
○ ４車線化により、交通集中による渋滞が減少し、信頼性の更なる向上が期待される。

■ 高松道（鳴門～高松市境）の渋滞状況 （交通集中渋滞のみ）高松道（鳴門 高松市境） 渋滞状況 通集 渋滞

志度トンネル（KP143.5付近）下り線 大坂トンネル（KP117.0付近）上り線

： 渋滞量
（平成28年累積）

渋滞長

時
間

渋滞量（㎞・ｈ）

＝ 時間×渋滞長

年 回数 平均渋滞長 最大渋滞長 渋滞量(km・h)* 延べ渋滞時間

H28 8 回 4.0 km 7.2 km 32.3 14.9 h

H27 10 回 4.9 km 15.1 km 94.3 29.5 h

H26 4 回 5.2 km 7.0 km 38.5 12.7 h

H25 4 回 6.1 km 7.6 km 49.7 16.3 h

H24 5 回 3 7 k 6 2 k 17 9 9 4 h

年 回数 平均渋滞長 最大渋滞長 渋滞量(km・h)* 延べ渋滞時間

H28 13 回 7.0 km 12.0 km 326.0 74.3 h

H27 16 回 8.2 km 14.3 km 329.5 69.2 h
H26 15 回 8.3 km 19.8 km 395.2 72.4 h
H25 15 回 6.8 km 11.6 km 284.7 65.6 h

H24 15 回 7 2 km 12 1 km 320 6 70 4 h

通常時

≪高松市境～鳴門IC間所要時間≫

約２倍
（時間差：約４５分）

４４

大坂トンネル 渋滞状況（H26.8.14）

２
＊渋滞量：単年累積値

H24 5 回 3.7 km 6.2 km 17.9 9.4 h H24 15 回 7.2 km 12.1 km 320.6 70.4 h

渋滞時

通常時 ４４

８９

0 20 40 60 80 100
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通常時 ： 規制速度 70km/h により算出
渋滞時 ： 渋滞区間の速度を25㎞/hと仮定し所要時間を算出

（渋滞延長は過去5年間の最大である、鳴門～引田（上り）における29kmを想定：
H26.8.16,15：00～16：00）



２）舞鶴若狭道（福知山～小浜間）の交通状況３－③ 事故状況

○ 暫定２車線区間では ４車線区間に比べ交通事故が発生した場合に通行止めとなる割合が高く○ 暫定２車線区間では、４車線区間に比べ交通事故が発生した場合に通行止めとなる割合が高く、
高松道では、上下線通行止めまたは片方向通行止めとなる割合が４車線区間の約2倍。

○ ４車線化により、安全性の更なる向上・道路の機能強化を図り、突発的な事象に起因する通行止め
の減少が期待される。

8.0%

≪交通事故発生時に通行止めとなる割合（１事故あたり）≫

約2倍

高松道 L=122km

４車線区間 L=70km ２車線区間 L=52km

■ 交通事故による通行止め状況
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上下線通行止め率 片方向通行止め

発 生 日） 平成２６年７月７日

川

≪四国支社管内の総事故率≫

（ 参 考 ）

≪高松道の死傷事故率≫≪事故事例≫

出典 ： ＮＥＸＣＯ西日本調べ（集計対象：H24～H28 の総事故）

割合：事故通行止め件数/総事故件数 （対象は高松道）

発 生 日） 平成２６年７月７日
発生場所 ） 高松道（さぬき三木～高松東）
通行止め ） 延べ６時間２１分 （さぬき三木～高松東 上下線）
事故概要 ） ２ｔ貨物車が路線バスと接触し、燃料漏れが発生したもの。
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8出典 ： ＮＥＸＣＯ西日本調べ（H24～H28）出典 ： ＮＥＸＣＯ西日本調べ（H24～H28）
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２）舞鶴若狭道（福知山～小浜間）の交通状況

○ 高松道（鳴門 高松市境）は暫定 車線 あり 規制速度は ㎞/

３－④ ネットワークの強化

○ 高松道（鳴門～高松市境）は暫定２車線であり、規制速度は70㎞/h。
○ ４車線化による速度の向上により、旅行時間の短縮が図られる。

■ 鳴門IC～高松市境間 所要時間差■ 鳴門IC 高松市境間 所要時間差

○平常期での所要時間

短縮時間：約５５分

完成4車線

短縮時間：約１０分

３３分

短縮時間：約５５分

※注1

暫定2車線 ４４分
※注2

（参考）

暫定2車線

【混雑期】

※注3

８９分

0 20 40 60 80 100

※ 注1：高松道（鳴門IC～高松市境）の所要時間＝距離/（完成4車線設計速度）にて算出
※ 注2：高松道（鳴門IC～高松市境）の所要時間＝距離/（暫定2車線規制速度）にて算出
※ 注3：混雑時の所要時間：渋滞実績を参考に以下の条件により算出
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※ 注3：混雑時の所要時間：渋滞実績を参考に以下の条件により算出
・ 想定渋滞：H26.8.16 15:00～16:00

鳴門～引田（上り）において、29kmの渋滞
・ 渋滞区間29kmの速度を25㎞/hと仮定し所要時間を算出



２）舞鶴若狭道（福知山～小浜間）の交通状況３－⑤ リダンダンシー機能の強化①

○ 今後発生が予想されている南海トラフの地震による津波の発生により 般国道11号やＪＲ高○ 今後発生が予想されている南海トラフの地震による津波の発生により、一般国道11号やＪＲ高
徳線での浸水被害を予測。（最高津波水位：さぬき市3.8ｍ、東かがわ市3.0ｍ）

○ 高松道は災害発生時の代替路として機能するため、４車線化による信頼性の更なる向上・道路
の機能強化が期待される。機能強 期待さ る。

■ 南海トラフの地震の津波による浸水予測図
【想定される大津波発生時のイメージ】

国道１１号及びＪＲ高

国道１１号

ＪＲ高徳線

国道１１号及びＪＲ高
徳線の一部区間は浸
水が予想されます。

高松自動車道

国道１１号

● 香川県内市町村別最高津波水位 (単位：m)

高速道路の標高 約15～41m

香 県 市町村別最高津波水位 (単位 )

拡大図
発生頻度の高い 最大クラス

さぬき市 2.9 3.8
東かがわ市 2 3 3 0

市町村
南海トラフの地震規模

出典：（※） 香川県津波浸水予測図「香川県ＨＰ」 H25.3.31 時点、徳島県暫定津波浸水予測図「徳島県ＨＰ」 H24.10時点

注）上記浸水予測図を基にNEXCOで作図。

●海溝型地震の長期評価（南海トラフの地震の発生確率）

東かがわ市 2.3 3.0

○ 発生頻度の高い：数十年、数百年に1度起こる規模

○ 最大クラス：発生頻度は極めて低いものの、甚大な被害を
もたらす最大規模の地震・津波

10年以内 30年以内 50年以内
領域または地震名

長期評価で予想した

地震規模

（マグニチュード）

地震発生確率

10出典：海溝型地震の長期評価（H29.1.1基準）「地震調査研究推進本部ＨＰ」

出典：香川県地震・津波被害想定第四次公表H26.3.31「香川県HP」
10年以内 30年以内 50年以内

南海トラフの地震 M8～9 20～30％ 70%程度

90%程度

もしくは

それ以上

（マグニチュード）



３－⑤ リダンダンシー機能の強化②

○ 暫定２車線区間で災害等が発生した場合 復旧作業に時間を要し長時間の通行止めが必要○ 暫定２車線区間で災害等が発生した場合、復旧作業に時間を要し長時間の通行止めが必要。
○ ４車線化により、復旧作業の施工ヤードや車線を確保し、迅速な交通確保が期待される。

暫定２車線の場合 ⇒ 復旧作業ヤード及び車線の確保を行うための

空間的余裕がない。

■ 災害時の対応（暫定２車線と４車線）

区間：高松道 鳴門ＩＣ～板野ＩＣ
日時：平成23年9月20日19：30～ 平成23年10月3日 8：00

（延べ通行止め時間 ： 281時間）

▼ 災害による通行止め事例

平成25年9月4日 7：30～ 平成25年9月11日 7：00
（延べ通行止め時間 ： 152時間）

理由：降雨基準の超過及びのり面土砂災害

通行止め

４車線の場合 ⇒ 復旧作業に必要な施工ヤードを確保しつつ車線の

確保も可能であり、空間を有効的に活用できる。

（対面通行）
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復旧作業の施工ヤードとして利用車線の確保も可能



２）舞鶴若狭道（福知山～小浜間）の交通状況３－⑥ 南海トラフ地震時における高松自動車道の役割

○ 南海トラ 地震により徳島県が被災した場合 中国 四国各県に位置する自衛隊部隊が災害派○ 南海トラフ地震により徳島県が被災した場合、中国・四国各県に位置する自衛隊部隊が災害派
遣され、高松道が救援ルートの一つになると想定。

○ 香川県の広域物資輸送拠点は高松市にあり、各市町村への物資輸送にも高松道が必要不可
欠となるため、高松道の４車線化による信頼性の更なる向上・道路の機能強化が期待される。欠となるため、高松道の４車線化による信頼性の更なる向上 道路の機能強化が期待される。

災害派遣時の救援ルートの一例（NEXCO想定）
広域物資輸送拠点（香川県）

広域物資輸送拠点（徳島県）

広域物資輸送拠点の配置

13旅団

13旅団
米子駐屯地

13旅団
出雲駐屯地

13旅団
日本原駐屯地

≪広域物資輸送拠点≫
国の調整によ て供給する物資を被災県が受入れ

13旅団
山口駐屯地

13旅団
三軒屋駐屯地

「中国・四国地方の災害等発生時の広域支援に関する協定」に基づき 中

国の調整によって供給する物資を被災県が受入れ、

各市町村が設置する地域内輸送拠点や避難所に向け
て当該都道府県が物資を送り出すための拠点

【自衛隊災害派遣部隊の役割】
第１４旅団：早期に徳島県内の災害状況の

14旅団
善通寺駐屯地

13旅団
海田市駐屯地

徳島県

出典：南海トラフ地震における具体的な応急対策活動に関する計画（中央防災会議幹事会）

中国各県から本県の被災地入りする際は、高速道路が通行できること

「中国・四国地方の災害等発生時の広域支援に関する協定」に基づき、中
国地方から人的派遣や必要な物資・資機材の提供を受ける際は、高松道
が支援ルートとなることから、４車線化は不可欠。

徳島県 危機管理部 とくしまゼロ作戦課（防災業務担当部署）

第１４旅団：早期に徳島県内の災害状況の
把握や救助・災害復旧を行う。

第１３旅団：徳島県に入り救助・災害復旧等を行う。

12

が前提であり、また高松道が最短ルートとなるため、災害時においても
走行車線が確保されるよう、４車線化による機能強化が必要。

徳島県 危機管理部 とくしまゼロ作戦課（防災業務担当部署）



３－⑦ 安全で安心できる暮らしの確保

○ 香川県東部の消防本部では 必要に応じて高松市方面や徳島市方面へ管外搬送

救急搬送における管外への搬送数大川広域消防本部から主な搬送について

○ 香川県東部の消防本部では、必要に応じて高松市方面や徳島市方面へ管外搬送。
○ 管外搬送においては主に高速道路を利用することから、４車線化による搬送時間の短縮や

信頼性の更なる向上・道路の機能強化が期待される。

救急搬送における管外への搬送数

1516人

出典：大川広域消防本部
医療機関別搬送状況

（平成28年1月～平成28年12月）

大川広域消防本部から主な搬送に いて

管外搬送

利用頻度の多い医療施設

香川県立中央病院

高松赤十字病院 1516人
（41％）

2194人
（59％）

全体約3700人
大川広域

消防本部管内

管外搬送

東かがわ市役所

高松赤十字病院

香川県立白鳥病院

■管外搬送
■管内搬送

管外搬送

香川大学医学部
付属病院

さぬき市民病院

徳島県鳴門病院

・管外搬送時は主に高速道路を利用している。高松方面におい
ては、高速道路利用により約１０分短縮となる。ただし交通混
雑期の渋滞時には高速道路は使わないこととしている。

・国道11号は、大雨や台風により冠水するため安定的に使用で

きない。そのため、高速道路の突発的な通行止めは非常に困
る東かがわ市 香川大学医学部附属病院 の搬送時間 (市役所から)

管外搬送

徳島県立中央病院

31

38

る。

・緊急時（赤色回転灯使用時）において、高速道路は規制速度
を遵守することにしているため、規制速度アップでより時間の短
縮が図られる。また、追越走行が可能となる。

大川広域消防本部 警防課

東かがわ市～香川大学医学部附属病院への搬送時間 (市役所から)

一般道

高速道路
（２車線）

27

13

高速道路
（４車線）

※一般道：規制速度40ｋｍにて算出（緊急車両のため速度は一律で算出）
高速道路：各区間の設計速度にて算出

11分短縮



３－⑧ 高速バス利便性の向上

○ 高速道路の整備に伴い 香川県 京阪神間の高速バス利用が拡大 （輸送機関別輸送者比率○ 高速道路の整備に伴い、香川県～京阪神間の高速バス利用が拡大。（輸送機関別輸送者比率：
9％⇒50％、利用者数：23万人/年⇒113万人/年、運行便数：18便/日⇒99便/日）

○ ４車線化による信頼性の更なる向上・道路の機能強化により、高速バスの利便性向上が期待さ
れる。

18  11 
5  14  11  12  14  15  16  16  11  8  10  9  9  10 

3  4  2 

80%

100%

輸送機関別輸送者比率の推移（京阪神～香川） 【鉄道（JR）】

所要時間：2時間1分
料 金：7,100円

。

24
39  43  46  46  47  46  47  48  51  52  47  51  51  50 

70 
62 

54  43  43  41  39  39  37  37  39  40  43  40  40  41 

20%

40%

60%

80%

9 
24 

0%
H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

高速バス JR フェリー 航空機

高速バス利用者数と便数の推移（京阪神 香川）

【高速バス】

所要時間：3時間26分

＊最新統計年はH27

（年）

103 103 104 103 103 100 100 99
1201500

高速バス利用者数と便数の推移（京阪神～香川）

（千人／年） （便数／日）鳴門～板野

さぬき三木～高松中央

板野～津田東

H15.3  高松道全通
高松中央～高松西

バ 高 梅

所要時間：3時間26分
料 金：3,900円

1,131
1,177 

1,244 
1,250 

1,222 
1,113 

1,117 
1,139 

1,161 
1,161 

1,136 

1,141 

1,126 
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50

64
69

75
83 87 87 87

99

40

60

80

100

500

1000

＊バスは、高松駅－大阪(梅田)駅
＊ＪＲは、高松駅－岡山駅－新大阪駅－大阪駅

（※新幹線利用）

高松道の４車線化により定時性が確保されることを期待している。

部分的にでも早期に開通させていただきたい。

233 
616  863 

1,085 
1,131 18

0

20

0
H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

利用者数（千人） 運行便数（便）

出典：旅客地域流動調査（国土交通省）
四国地方における運輸の動き（四国運輸局）

便数：NEXCO西日本調べ 14

高速バス運行会社

（年）



３－⑨ 農水産物の流通利便性の向上①

○ 香川県では「オリーブハマチ」の販売を促進しており、京阪神での販売が増え、大阪府・京都市
中央卸売市場における取扱量シェアは、平成26年以降第1位。

○ 突発的事象に起因する通行止めは、鮮度を保つために余裕時間が少ない出荷行程に大きく影響
を与えるため ４車線化による信頼性の更なる向上や道路の機能強化が期待される

京阪神へ輸送

庵治漁港

を与えるため、４車線化による信頼性の更なる向上や道路の機能強化が期待される。

その他

H28年 大阪府・京都市中央卸売市場

養殖はまち取扱高 産地別シェア

大阪府・京都市中央卸売市場 養殖はまち取扱高

（香川県産）

香川県漁連引田
水産加工センター

H28取扱量
：395(ton)

香川

25%

高知

大分

10%

和歌山

9%

その他

12%

60

80

100

120

140

160

180

【 例】

高知

18%

愛媛

14%

徳島

12%

H24年 H25年 H26年 H27年 H28年

取扱高（ton） 121 130 160 118 100

0

20

40

出典：大阪府・京都市中央卸売市場HPより
オリーブハマチが市場に出るまで

：オリーブハマチ養殖場
オリーブハマチ

【凡例】

※オリーブハマチ：オリーブの葉の粉末を添加したエサを
20日間以上与えた養殖ハマチでさっぱりとした味わいが特徴

京阪神の市場のセリ、量販店の配送に間
に合うように出荷しており、安定した時間で
輸送できるメリットは大きい。また、市場か
らは鮮度を求められていることから、輸送
時間の短縮は利点になる。

養
殖
場

加
工
セ
ン
タ
ー

中
央
市
場

加工品

養殖場からは、
主に船で輸送
※場合により

陸路も有る

神
経
〆

地
方
市
場
や

配
送
セ
ン
タ
ー

香川県 水産課

15

・セリに間に合うように逆算して〆て出荷。

・セリに遅れると価値が下がるため、輸送の定時性が重要

産
地
漁
港※

〆
等 ・セリ開始 AM５時

・新鮮さが重要

※：〆る場所は各養殖業者による



３－⑨ 農水産物の流通利便性の向上②

○ 香川県産のイチゴは 『さぬき姫』等のブランド化により 大阪府中央卸売市場での取扱高が近○ 香川県産のイチゴは、『さぬき姫』等のブランド化により、大阪府中央卸売市場での取扱高が近
年増加。（平成26年比約1.3倍の増）

○ 突発的な通行止めなどにより市場への延着が生じた場合、鮮度低下という商業的損失を被る
ため、４車線化による信頼性の更なる向上・道路の機能強化が期待される。

300

350
大阪府中央卸売市場 イチゴ取扱高 （香川県）

約１．３倍

ため、４車線化による信頼性の更なる向上 道路の機能強化が期待される。

※さぬき姫：丸みを帯びた円錐形で、年間を通して安定した
高い糖度を実現。平成21年に種苗登録され、近年、生産
量が拡大している。

150

200

250

300 約１．３倍

さぬき姫

H26年 H27年 H28年

取扱高

（百万円）
230 289 306

0

50

100

京阪神へ輸送

さぬき姫

（百万円）

イチゴは、鮮度が大きな訴求力となるため、市場に指定時間に
到着するようにしている もし 通行止めや渋滞が発生し 市場イチゴが市場に出るまで

出典：大阪府中央卸売市場HPより

到着するようにしている。もし、通行止めや渋滞が発生し、市場
の開場時間に間に合わなかった場合、物流センターを経由する
量販店対応が難しくなり、有利販売を損なうことになるほか、鮮
度も落ちることから、イチゴの価値自体が落ちてしまう。そのた
め、安定した運搬ができるように４車線化に期待している。近
年、香川県産のイチゴが市場から高評価を得ている。

イチゴが市場に出るまで

収穫（農家） 市場JA集荷場

・新鮮さが重要
・延着は量販店対応において、
大きなペナルティーとなる

・高速道路輸送の定時性が重要

16

JA香川県 大阪営業所

収穫（農家） 市場

鮮度を確保するために、梱包方法を工夫及び輸送時間を設定している

JA集荷場



２）舞鶴若狭道（福知山～小浜間）の交通状況３－⑩ 地域観光の活性化①

○ 高松道周辺には様々な観光地があり 高松道全線供用後から観光入込客数は増加傾向に○ 高松道周辺には様々な観光地があり、高松道全線供用後から観光入込客数は増加傾向に
あり、平成28年では約937万人の県外観光客が来訪。

○ これら観光地を快適に周遊するため、高松道の４車線化による信頼性の更なる向上及び道路
の機能強化が期待される。

■高松道沿線主要観光地（香川県、徳島県）
鳴門の渦潮

津田の松原栗林公園

■香川県 観光入込客数の推移（県外客）

の機能強化が期待される。

（千人）
香川県_観光入込客数推移（県外客）

栗林公園 7 046

8,127
7,709

7,306 7,283 7,378
7,780

8,047 7,893 7,990 8,076 8,144

8,719 8,809 8,713 8,888
9,177 9,060 9,203 9,368

8,000

10,000

12,000

（千人）

神戸淡路鳴門自動車道
全線供用(H10.4)

徳島自動車道
全線供用(H12.3)

高松自動車道
全線供用(H15.3)

栗林公園

鳴門の渦潮

津田の松原

徳島

7,046

4,000

6,000

香川県

出典：香川県「観光客動態調査報告」香川県ＨＰ

あすたむらんど徳島

さぬきこどもの国

2,000
H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

（年）

阿波踊り

観光客アンケート調査において、交通インフラに対
する意見が多く出ている。そのうち、高速道路の４
車線化を望む声も複数あり、観光客の皆さんの快
適な周遊につながればと思っている。

17

阿波踊り

あすたむらんど徳島

写真：香川県観光協会ＨＰ、 徳島県観光協会ＨＰ、徳島市ＨＰ

さぬきこどもの国

香川県 観光振興課

阿波踊り



３－⑩ 地域観光の活性化②

○徳島県 は 出 国拠点となる高松空港や岡山空港と徳島を結ぶ高松道 車線化 よる移動時間○徳島県では、出入国拠点となる高松空港や岡山空港と徳島を結ぶ高松道の４車線化による移動時間
の短縮や信頼性の向上に伴い、インバウンド観光の拡大が期待される。

○観光庁広域観光ルートに徳島県関連が多く指定されていることから、観光交流の拡大が期待される。

岡山空港

≪観光庁広域観光ルート≫【岡山空港 国際便】
ソウル 1往復/毎日
上海 1往復/毎日
台北 1往復/月火木金日
香港 1往復/月金

高松空港

香港 往復 月金

【高松空港 国際便】
ソウル 1往復/月火水金日

観光庁が、複数の都道府県を跨って、魅力ある観光地をネット
ワーク化し、海外へ積極的に発信する広域観光周遊ルートとし
て認定。

観光庁広域観光7ルート
④、⑤、⑥が徳島県関連

※出典：観光庁HPより

上海 1往復/月火木金日
台北 1往復/月水木金土日
香港 1往復/月水金日

※岡山空港・高松空港 時刻表・運航状況（H29.10時点）

30025

■訪日外国人観光客数（徳島県）

約 倍

■外国人出入国者数（岡山・高松空港） （千人） ・ インバウンドについて、高松空港及び岡山空港が出入国

の拠点となっている。また、特徴としては、1県のみの観光
は無く、四国4県を周遊することが多いことから、交通網の
さらなる整備が必要

（千人･回）

22 243

100

150

200

250

岡山

高松

5

10

15

20 約４倍 さらなる整備が必要。

・ 徳島では、よさこい祭りや阿波踊り等、1度に3,000人を超
えるような大きなイベントがある。その際、県内のホテル
では対応できず、県外（高松市内や坂出）での宿泊が必
要となるため、4車線化による旅行時間の短縮に期待して
いる

6 5

12

11
12

約４倍

56
52

76
94

115

161

0

50

平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年

0
平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

18
※観光庁 観光入込客統計(訪日外国人宿泊数 H22年～H27年）

千人回：観光客1回の来訪を1人回とする。（統計に関する共通基準より）
最新統計年度は平成27年度

※法務省 出入国管理統計表(H22年～H28年）

いる。

徳島県 観光協会



３－⑪ 環境への配慮

貴重種の保全

○板野ＩＣ～引田ＩＣ間の南唱谷（みなみとなえだに）トンネル直上に位置する龍ヶ丸（ジョガマル）池は、
日本の重要湿地５００ ※１に選定されている。

○Ⅰ期線施工時及びⅡ期線施工前に実施した生物調査では 以下の希少生物を確認

貴重種の保全

○Ⅰ期線施工時及びⅡ期線施工前に実施した生物調査では、以下の希少生物を確認。
・植物：ジュンサイ、ノタヌキモ、シズイ（絶滅危惧ⅠＡ類※2 ）
・水生昆虫：オグマサナエ、コオイムシ（絶滅危惧ⅠＡ類※2 ）

※1 環境省ホームページより

※2 徳島県版レ ドリスト（改訂版）（徳島県2014）において 「ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの とランク分けされたもの※2 徳島県版レッドリスト（改訂版）（徳島県2014）において、「ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの。」とランク分けされたもの。

シズイノタヌキモジュンサイ

オグマサナエ龍ケ丸（ジョガマル）池

【対応】

○トンネルの掘削時は池の水位を観測しながら施工し、池の直下部は「機械掘削＋補助工法（長尺鋼

コオイムシ
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○トンネルの掘削時は池の水位を観測しながら施 し、池の直下部は 機械掘削 補助 法（長尺鋼
管先受け工法）」を採用して慎重に施工する事で、池の水位に影響を与えることなく掘削は完了し、
今後は施工後の生物調査を実施予定である。



４. 事業費①

[税込み]

現行の事業費 変更予定の事業費 増減額 増減率

７１５億円 ７６０億円 ＋４５億円 ＋６％

[税込み]

主な項目 主な事業費増減要因 増減額

① トンネル支保パターン変更
による増

支保パターンを、Ⅰ期線の実績に基づき計画していたが、
風化が進んだ岩質であったことから、変更したもの。

＋ ８億円

供用線に対する安全対策として特殊発破による硬岩掘削を計画
② 切土掘削工法変更による増 していたが、特殊火薬が需要減により製造中止となったため、硬岩

の掘削工法を機械掘削へ変更したもの。
＋ ３９億円

・当初、ため池上を橋梁で横過する計画としていたが、行政機関・
ため池管理者等関係者との協議を重ね 道路構造を盛土へ

③ コスト削減

ため池管理者等関係者との協議を重ね、道路構造を盛土へ
変更したもの。（▲1億円）

・トンネル前後の中央分離帯を築堤盛土にすることで、当事業外へ
の運搬土量及びガードレールの設置延長を削減したもの。

▲ ２億円

の運搬土量及びガ ドレ ルの設置延長を削減したもの。
（▲1億円）
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①トンネル岩質判定の結果による支保パターンの変更 【＋８億円】

４. 事業費②

①トンネル岩質判定の結果による支保パタ ンの変更 【＋８億円】

例）志度ト ネ

○支保パターンを、Ⅰ期線の実績に基づき計画していたが、風化が進んだ岩質であったことから、
変更したもの。

例）志度トンネル

【当初】 【変更】

Bパターン CⅡパターン

ロックボルト ロックボルト
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４. 事業費③

②掘削工法変更による増 【＋３９億円】

○供用線に対する安全対策として特殊発破による硬岩掘削を計画していたが、特殊火薬が需要減により
製造中止となったため、 硬岩の掘削工法を機械掘削へ変更したもの。

【当初】

特殊火薬による特殊発破を計画 ブレーカによる機械掘削
標準横断図

製 中 、 硬 掘 法 械掘 変更 。

軟岩

【変更】

硬岩

【変更】

油圧式岩盤破砕機による割岩 ブレーカによる機械掘削
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③コスト削減 【▲２億円】

４. 事業費④

③コスト削減 【▲２億円】

【変更】

○当初、ため池上を橋梁で横過する計画としていたが、行政機関・ため池管理者等関係者との協議を
重ね、道路構造を盛土へ変更したもの。（▲1億円）

【当初】 【変更】

※盛土に起因する減水によ
り必要となる、ため池用

追加買収

現 況

※

Ａ－Ａ 断面側面図

道路構造変更範囲

○トンネル前後の中央分離帯を築堤盛土にすることで、当事業外への運搬土量及びガードレールの
設置延長を削減したもの （▲1億円）設置延長を削減したもの。（▲1億円）

ガードレール

約36千㎥
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５. 費用便益分析の結果

走行時間短縮便益 7 931億円 770億円

種別 項目 事業全体 残事業

便益（B）

（現在価値：H29）

走行時間短縮便益 7,931億円 770億円

走行経費減少便益 789億円 -67億円

交通事故減少便益 412億円 23億円

計 9,133億円 725億円

費用（C）
事業費 5,187億円 127億円

費用（C）

（現在価値：H29）
維持管理費 800億円 71億円

計 5,987億円 198億円

Ｂ/Ｃ 1.5 3.7

費用便益分析マニ アル（Ｈ２０ １１ 国土交通省道路局 都市 地域整備局）に基づき算定費用便益分析マニュアル（Ｈ２０．１１ 国土交通省道路局 都市・地域整備局）に基づき算定

注１）費用及び便益額は整数止めとする。

注２）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

注３）Ｂ／Ｃの算定に用いる事業費は、現在価値に換算した事業費であり、事業概要に記載している事業費とは異なる。

24

注４）平成22年8月に国土交通省より公表された「将来交通需要推計の改善について」にて検討することとなっていた推計手法の改善
（第二段階）を反映した将来ＯＤ表に基づきＢ/Ｃを算出

注５）費用（Ｃ）の残事業については、「公共事業評価の費用便益分析に関する技術指針(共通編)（H21.6 国土交通省）」に基づき
２車線構造継続の際に生じる安全対策費を控除している。



６. 関係する都道府県の意見

■徳島県知事からの意見（平成２９年１１月３０日付け）

「四国横断自動車道 阿南四万十線（鳴門～高松市境）」の４車線化事業を
継続するという「対応方針（原案） については 異議ありません継続するという「対応方針（原案）」については、異議ありません。

「四国横断自動車道 阿南四万十線」は、「四国縦貫自動車道」とともに高速
交通ネットワークを形成する「四国の骨格軸」であります交通ネットワ クを形成する「四国の骨格軸」であります。

暫定２車線区間の４車線化事業につきましては、利用者の「安全性・信頼性
の確保」、「労働生産性の向上」や「観光振興」など地方創生の実現に寄与す
るとともに、南海トラフ巨大地震など発災時における被災地支援や早期復旧
にも資する「高速交通ネットワークの機能強化」に、大きな効果が期待されるも
のです。のです。

このため、一日も早く効果が発現されますよう、「四国横断自動車道 阿南四
万十線（鳴門～高松市境）」の４車線化事業を推進するとともに、現在、整備
が進む「四国横断自動車道 阿南四万十線（徳島東～徳島ＪＣＴ）」につきまし
ても、早期供用に向けた着実な推進をお願いします。さらに、新たな物流ネット
ワークとして利用が進む「四国縦貫自動車道（徳島～川之江）」につきましてク 利用 進む 国縦貫自動車道（徳島 川 江）」 きま
も、早期に４車線化が図られますようお願いします。
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６. 関係する都道府県の意見

■香川県知事からの意見（平成２９年１２月１日付け）

四国横断自動車道（鳴門～高松市境）」の「対応方針（原案）」案の事業継続につ
いて、異議ありません。

■香川県知事からの意見（平成２９年１２月１日付け）

四国横断自動車道を形成する高松自動車道は、平成１５年３月に全線開通して以
来、交通量が増加し、京阪神等への高速バスや県内生産物の輸送ルートとして利
用されるなど、本県の社会経済活動を支える基幹道路として、極めて重要な役割を用されるなど、本県の社会経済活動を支える基幹道路として、極めて重要な役割を
果たしています。

しかしながら、四国横断自動車道の鳴門から高松市境の暫定２車線区間は、対面
ゴ デ が通行による重大事故やゴールデンウィークなどの大型連休期間中に大渋滞が発生

していることから、平成２４年４月に当区間の４車線化事業の着手が決定され、西日
本高速道路株式会社が平成２５年度から本格的に工事に着手しています。

四国横断自動車道（鳴門～高松市境）の４車線化により、対面通行による正面衝
突事故の防止や渋滞の解消が図られるとともに、今後３０年以内に７０％程度の確
率で発生すると言われている南海トラフ地震など災害時の緊急輸送路としての機能率で発生すると言われている南海トラフ地震など災害時の緊急輸送路としての機能
が確保され、県民生活や本県の経済活動に大いに寄与するものと期待しています。

このようなことから、西日本高速道路株式会社においては、四国横断自動車道
（鳴門～高松市境）の４車線化の一日も早い完成をお願いします。
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７. 対応方針（原案）

■視点の整理

○ 事業の必要性等に関する視点

費用便益比（Ｂ／Ｃ）は、事業全体で１．５、残事業で３．７である。

■視点の整理

対象区間の４車線化により、

・ 突発的な通行止めの減少

・ リダンダンシー機能の強化、救急医療活動の支援

・ 高速バスの利便性向上、農水産物の流通利便性の向上

など、費用便益比に反映されない効果の発現も期待されることから、当該区間の
必要性は高い。

○ 事業進捗の見込みの視点
・ ４車線のうち、２車線については供用中。
・ 残る２車線について本線工事に着手しており 引き続き事業を進めていく。残る２車線について本線工事に着手しており、引き続き事業を進めていく。

○ コスト削減や代替案立案等の可能性の視点
・ 今後も新技術・新工法の採用や現地の状況変化を確認しながら、コスト削減を図っ

ていくていく。

■対応方針（原案）

【事業継続】
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【事業継続】

・ 関係機関の協力を得ながら、定時性や信頼性の向上など道路機能を早期に強化すべ
く、事業の進捗を図っていく。


